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石
原
明
先
生
は
、
二
○
○
五
年
三
月
三
一
日
を
も
っ
て
神
戸
学
院
大
学
を
退
職
な
さ
い
ま
す
。
法
学
部
教
員
一
同
か
ら
先
生
へ
の

敬
愛
と
感
謝
の
念
を
込
め
て
、
さ
さ
や
か
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
本
書
を
献
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

先
生
は
、
一
九
三
三
年
一
○
月
、
京
都
府
に
お
生
ま
れ
に
な
り
、
立
命
館
大
学
法
学
部
を
ご
卒
業
後
、
京
都
大
学
大
学
院
法
学
研

究
科
を
修
了
さ
れ
、
六
八
年
四
月
、
開
設
二
年
目
の
本
学
法
学
部
に
助
教
授
と
し
て
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。
開
設
期
に
は
、
受
験
生
を

集
め
る
た
め
に
近
隣
の
高
校
を
他
の
先
生
方
と
手
分
け
し
て
訪
問
さ
れ
た
な
ど
の
ご
苦
労
も
あ
っ
た
や
に
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

先
生
は
、
七
五
年
四
月
に
教
授
と
な
ら
れ
、
二
○
○
四
年
四
月
よ
り
特
任
教
授
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
七
六
年
一
月
か

ら
翌
年
九
月
ま
で
学
生
部
長
と
し
て
、
七
九
年
五
月
か
ら
八
一
年
三
月
ま
で
法
学
部
長
と
し
て
、
本
学
・
法
学
部
の
発
展
に
多
大
な

ご
貢
献
を
な
さ
い
ま
し
た
。
本
学
・
法
学
部
の
隆
盛
は
、
石
原
先
生
が
学
生
部
長
・
法
学
部
長
と
し
て
ご
尽
力
さ
れ
た
賜
物
と
存
じ

上
げ
ま
す
。

先
生
は
、
刑
事
法
の
専
門
家
と
し
て
数
多
く
の
研
究
業
績
を
公
表
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
も
ご
労
作
「
医
療
と
法
と
生

命
倫
理
」
神
戸
学
院
大
学
法
学
研
究
叢
書
第
八
巻
（
日
本
評
論
社
・
一
九
九
七
年
）
は
、
こ
の
分
野
に
お
い
て
パ
イ
オ
ニ
ア
と
な
っ

た
名
著
で
あ
る
と
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

先
生
は
、
講
義
の
終
了
後
、
毎
回
、
小
テ
ス
ト
を
実
施
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
教
務
補
助
制
度
な
ど
の
な
い
時
代
に
お
い
て
、

用
紙
の
配
布
・
回
収
を
お
ひ
と
り
で
な
さ
れ
、
学
生
の
教
育
に
尽
力
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ゼ
ミ
で
は
、
毎
年
、
刑
務
所

石
原
明
先
生
退
職
記
念
号
「
献
辞
」
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見
学
を
実
施
さ
れ
、
学
生
に
対
し
て
常
に
社
会
と
の
接
点
を
意
識
さ
せ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

学
生
の
多
く
が
先
生
の
人
間
味
溢
れ
る
お
人
柄
に
惹
か
れ
、
先
生
を
お
慕
い
申
し
上
げ
て
い
る
の
と
同
様
に
、
私
ど
も
教
職
員
も

石
原
先
生
と
と
も
に
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
み
、
剣
道
や
社
交
ダ
ン
ス
に
励
ん
で
参
り
ま
し
た
。
ま
た
、
先
生
は

「
チ
ョ
ウ
博
士
」
と
し
て
外
国
ま
で
チ
ョ
ウ
の
採
集
に
お
出
か
け
に
な
る
な
ど
、
多
く
の
ご
趣
味
を
お
も
ち
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
退
職
後
も
先
生
に
は
非
常
勤
講
師
と
し
て
引
き
続
き
学
生
な
ら
び
に
私
ど
も
後
進
の
ご
指
導
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
が
、
今

後
、
ま
す
ま
す
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

二
○
○
五
年
三
月

法
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